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松本地域振興局総務管理課

事 業 名 大規模災害への対応能力向上事業
0263-40-1903

横断的な課題

地域重点政策

matsuchi-kenmin@pref.nagano.lg.jp

Ｂ

大規模地震・噴火・水害等の発生時における対策の充実・強化

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

管内をはじめとする防災担当職員の防災対応能力向上

現 状 と
課 題

　令和６年に発生した能登半島地震は、震度７の激震と津波、火災が複合的に襲い、広範囲に甚大な被害をもたらしま
した。さらに同年９月には、同地域を再び記録的豪雨が襲い、復旧途上の被災地に追い打ちをかけました。こうした災害
は、地震・豪雨・雪害などが連鎖的に発生する「多重複合災害」の時代を象徴しています。
　また本年８月にも九州や日本海側を中心に大雨により14道府県で被害が発生。土砂災害は、熊本県83件、石川県31
件、鹿児島県16件、長崎県15件など全国で183件発生し、各地で住民生活に多大な影響を及ぼしました。
　長野県内でも、局所的な大雨による被害が頻発していることから、土砂災害を始めとする自然災害による被害への対
応能力向上が求められています。
　一方で、自治体における防災については、担当職員の負担が多く、加えて専門的知識を得る研修の機会が少ないこと
が挙げられます。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　今年度松本地域振興局において開催する防災担当者向け研修会は、長野地方気象台監修のワークショップとし、地域
的な実例を交えながら、土砂災害に焦点を当て、松本地域における防災体制の強化と市村間の連携促進を図ります。
　あわせて、令和８年の出水期から始まる（予定の）新しい防災気象情報についての解説を受け、地域の防災力向上へ
とつながるよう、ともに学び、考え、備える場として開催します。

○内容
　地方公共団体防災担当者向け気象防災ワークショップと新しい気象防災情報について
○監修・講師
　長野地方気象台
○日時・場所
　令和７年11月６日（木）午後１時15分～・松本合同庁舎205会議室
○参加対象者
　　管内市村防災担当者、長野県災害対策本部松本地方部職員、その他県内希望市町村・地域振興局の防災担当者

事業期間

今後の方向性
防災における県全体でのスキルアップ研修が行われておらず、地域振興局が主導して研修等を行
うことが地域の防災力を向上させることにつながるため、今後も継続が必要

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計

事
業
実
績
・
成
果

・管内全市村から防災担当者が参加（他地域振興局、管外市町村防災担当者含め計25名）
・長野地方気象台が企画・監修・運営したワークショップを受講することで、詳細な条件設定の下、今現在考え
うる最良の対処方法を学ぶ機会となった
・長野地方気象台、市町村、地域振興局防災担当者が意見交換しながらタスクに対処することでの意見交換
に加え、通常業務全般について情報共有しながら顔の見える関係を構築できた。

令和7年度松本地域振興局防災
研修会

ワークショップと講演（説明）

達 成

一部達成

未 達成
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